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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　クライアント端末と情報処理装置との間で通信される通信データを中継する中継処理装
置であって、
　前記クライアント端末と前記通信データの通信で用いられる第１のＳＳＬ通信を確立す
る第１確立手段と、
　前記情報処理装置と前記通信データの通信で用いられる第２のＳＳＬ通信を確立する第
２確立手段と、
　前記クライアント端末と前記情報処理装置との間で確立される第３のＳＳＬ通信を用い
て、前記クライアント端末と前記情報処理装置との間で通信される通信データを中継する
中継手段と、
　前記クライアント端末から送信される前記通信データの中継先の情報処理装置を示す中
継先情報に対して、前記通信データの中継を許可する通信方式として、前記中継手段で前
記第３のＳＳＬ通信を用いて前記通信データの中継を行う直接通信方式か、前記第１確立
手段により確立される第１のＳＳＬ通信、及び前記第２確立手段により確立される第２の
ＳＳＬ通信を用いて前記通信データの中継を行う代理通信方式かを示す通信方式情報が設
定された通信方式設定情報を記憶する記憶手段と、
　前記通信データを中継する中継先情報を前記クライアント端末から受け付ける受付手段
と、
　前記記憶手段に記憶された通信方式設定情報と、前記受付手段で受け付けた中継先情報
とに従って、前記受付手段で受け付けた中継先情報に示される中継先の情報処理装置と前
記クライアント端末との間での通信を許可する通信方式が直接通信方式であるか、代理通
信方式であるかを決定する通信決定手段と、
　前記通信決定手段で、前記情報処理装置と前記クライアント端末との間での通信を許可
する通信方式として決定された通信方式で、前記通信データの中継を行うように制御する
制御手段と、
　備えることを特徴とする中継処理装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、更に、前記通信決定手段で、前記情報処理装置と前記クライアント端
末との間での通信を許可する通信方式として代理通信方式が決定されたことを条件に、前
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記第１確立手段による第１のＳＳＬ通信の確立、及び前記第２確立手段による第２のＳＳ
Ｌ通信の確立を行うように制御することを特徴とする請求項１に記載の中継処理装置。
【請求項３】
　前記制御手段は、更に、前記通信決定手段で、前記情報処理装置と前記クライアント端
末との間での通信を許可する通信方式として直接通信方式が決定されたことを条件に、前
記クライアント端末と前記情報処理装置との間で確立される第３のＳＳＬ通信を用いて、
前記クライアント端末と前記情報処理装置との間で通信される通信データを前記中継手段
により中継するように制御することを特徴とする請求項１又は２に記載の中継処理装置。
【請求項４】
　前記記憶手段に記憶されている通信方式設定情報は、更に、前記中継先情報に対して、
前記クライアント端末を示すクライアント情報が設定されており、
　前記受付手段は、前記中継先情報を受け付けたクライアント端末のクライアント情報を
更に受け付け、
　前記通信決定手段は、前記記憶手段に記憶された通信方式設定情報と、前記受付手段で
受け付けた中継先情報と、前記受付手段で受け付けたクライアント情報とに従って、前記
受付手段で受け付けた中継先情報に示される中継先の情報処理装置と、前記受付手段で受
け付けたクライアント情報により示されるクライアント端末との間での通信を許可する通
信方式を決定することを特徴とする請求項１乃至３の何れか１項に記載の中継処理装置。
【請求項５】
　前記記憶手段に記憶された通信方式設定情報の通信方式情報は、前記通信を行う通信方
式を、前記クライアント端末の操作ユーザよる指示に従って決定することを示す指示情報
を更に含み、
　前記受付手段で受け付けた中継先情報に対する、前記記憶手段に記憶された通信方式設
定情報の通信方式情報が前記指示情報である場合に、前記通信方式の指示を受け付けるた
めの指示画面を前記クライアント端末に表示するための通信方式指示情報を前記クライア
ント端末に送信する通信方式送信手段と、
　前記通信方式送信手段で送信された通信方式指示情報に従って表示される指示画面を介
してクライアント端末の操作ユーザにより指示された通信方式を示す通信方式情報を、前
記クライアント端末から受信する通信方式受信手段と、
　を更に備え、
　前記通信決定手段は、更に、前記通信方式受信手段で受信した通信方式情報に示される
通信方式を、前記受付手段で受け付けた中継先情報に示される中継先の情報処理装置と前
記クライアント端末との間で通信を行う通信方式として決定することを特徴とする請求項
１乃至４の何れか１項に記載の中継処理装置。
【請求項６】
　前記第１確立手段により確立された第１のＳＳＬ通信を用いて前記クライアント端末か
ら受信した、前記通信データが暗号化された第１の暗号化データを、前記第１確立手段で
前記第１のＳＳＬ通信を確立する際に生成した第１の共通鍵を用いて復号する第１復号手
段と、
　前記第１復号手段で前記第１の暗号化データを復号することにより得られる通信データ
を検査する第１検査手段と、
　前記第１検査手段による検査結果に従って、前記第１検査手段で検査された通信データ
を前記情報処理装置に中継するか否かを決定する第１決定手段と、
　を更に備えることを特徴とする請求項１乃至５の何れか１項に記載の中継処理装置。
【請求項７】
前記第２確立手段により確立された第２のＳＳＬ通信を用いて前記情報処理装置から受信
した、前記通信データが暗号化された第２の暗号化データを、前記第２確立手段で前記第
２のＳＳＬ通信を確立する際に生成した第２の共通鍵を用いて復号する第２復号手段と、
　前記２復号手段で前記第２の暗号化データを復号することにより得られた通信データを
検査する第２検査手段と、
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　前記第２検査手段による検査結果に従って、前記第２検査手段で検査された通信データ
を前記クライアント端末に中継するか否かを決定する第２決定手段と、
　を更に備えることを特徴とする請求項１乃至６の何れか１項に記載の中継処理装置。
【請求項８】
　前記第１確立手段で前記第１のＳＳＬ通信を確立する際に生成した第１の共通鍵と、当
該第１のＳＳＬ通信のセッションを識別する第１のセッション識別情報と、前記第２確立
手段で前記第２のＳＳＬ通信を確立する際に生成した第２の共通鍵と、当該第２のＳＳＬ
通信のセッションを識別する第２のセッション識別情報とを関連付けて記憶する代理通信
記憶手段と、
　前記クライアント端末から前記情報処理装置への、前記第１のセッション識別情報を含
むＳＳＬ通信の再開要求を受信する再開要求受信手段と、
　前記再開要求受信手段で受信した、ＳＳＬ通信の再開要求に含まれる前記第１のセッシ
ョン識別情報が、前記代理通信記憶手段に記憶されているかを判定する判定手段と、
　前記判定手段で、当該第１のセッション識別情報が前記代理通信記憶手段に記憶されて
いると判定された場合に、当該第１のセッション識別情報に関連付けて前記代理通信記憶
手段に記憶された前記第１の共通鍵を用いて前記クライアント端末と前記第１のＳＳＬ通
信を再開し、かつ当該第１のセッション識別情報に関連付けて前記代理通信記憶手段に記
憶された、当該第２の共通鍵と、当該第２のセッション識別情報とを用いて前記情報処理
装置と前記第２のＳＳＬ通信を再開する通信再開手段と、
　を更に備えることを特徴とする請求項１乃至７の何れか１項に記載の中継処理装置。
【請求項９】
　クライアント端末から送信される通信データの中継先の情報処理装置を示す中継先情報
に対して、前記通信データの中継を許可する通信方式として、前記クライアント端末と前
記情報処理装置との間で確立される第３のＳＳＬ通信を用いて前記通信データの中継を行
う直接通信方式か、クライアント端末と前記通信データの通信で用いられる第１のＳＳＬ
通信、及び情報処理装置と前記通信データの通信で用いられる第２のＳＳＬ通信を用いて
前記通信データの中継を行う代理通信方式かを示す通信方式情報が設定された通信方式設
定情報を記憶する記憶手段を備え、前記クライアント端末と前記情報処理装置との間で通
信される通信データを中継する中継処理装置の中継処理方法であって、
　前記中継処理装置の第１確立手段が、前記クライアント端末と前記通信データの通信で
用いられる第１のＳＳＬ通信を確立する第１確立工程と、
　前記中継処理装置の前記第２確立手段が、前記情報処理装置と前記通信データの通信で
用いられる第２のＳＳＬ通信を確立する第２確立工程と、
　前記中継処理装置の中継手段が、前記クライアント端末と前記情報処理装置との間で確
立される第３のＳＳＬ通信を用いて、前記クライアント端末と前記情報処理装置との間で
通信される通信データを中継する中継工程と、
　前記中継処理装置の受付手段が、前記通信データを中継する中継先情報を前記クライア
ント端末から受け付ける受付工程と、
　前記中継処理装置の通信決定手段が、前記記憶手段に記憶された通信方式設定情報と、
前記受付工程で受け付けた中継先情報とに従って、前記受付工程で受け付けた中継先情報
に示される中継先の情報処理装置と前記クライアント端末との間での通信を許可する通信
方式が直接通信方式であるか、代理通信方式であるかを決定する通信決定工程と、
　前記中継処理装置の制御手段が、前記通信決定工程で、前記情報処理装置と前記クライ
アント端末との間での通信を許可する通信方式として決定された通信方式で、前記通信デ
ータの中継を行うように制御する制御工程と、
　を備えることを特徴とする中継処理方法。
【請求項１０】
　クライアント端末から送信される通信データの中継先の情報処理装置を示す中継先情報
に対して、前記通信データの中継を許可する通信方式として、前記クライアント端末と前
記情報処理装置との間で確立される第３のＳＳＬ通信を用いて前記通信データの中継を行
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う直接通信方式か、クライアント端末と前記通信データの通信で用いられる第１のＳＳＬ
通信、及び情報処理装置と前記通信データの通信で用いられる第２のＳＳＬ通信を用いて
前記通信データの中継を行う代理通信方式かを示す通信方式情報が設定された通信方式設
定情報を記憶する記憶手段を備え、前記クライアント端末と前記情報処理装置との間で通
信される通信データを中継する中継処理装置で読み取り実行可能なプログラムであって、
　前記中継処理装置を、
　前記クライアント端末と前記通信データの通信で用いられる第１のＳＳＬ通信を確立す
る第１確立手段と、
　前記情報処理装置と前記通信データの通信で用いられる第２のＳＳＬ通信を確立する第
２確立手段と、
　前記クライアント端末と前記情報処理装置との間で確立される第３のＳＳＬ通信を用い
て、前記クライアント端末と前記情報処理装置との間で通信される通信データを中継する
中継手段と、
　前記通信データを中継する中継先情報を前記クライアント端末から受け付ける受付手段
と、
　前記記憶手段に記憶された通信方式設定情報と、前記受付手段で受け付けた中継先情報
とに従って、前記受付手段で受け付けた中継先情報に示される中継先の情報処理装置と前
記クライアント端末との間での通信を許可する通信方式が直接通信方式であるか、代理通
信方式であるかを決定する通信決定手段と、
　前記通信決定手段で、前記情報処理装置と前記クライアント端末との間での通信を許可
する通信方式として決定された通信方式で、前記通信データの中継を行うように制御する
制御手段として機能させることを特徴とするプログラム。
【請求項１１】
　クライアント端末と情報処理装置との間で通信される通信データを中継する中継処理装
置であって、
　前記クライアント端末と前記通信データの通信で用いられる第１のＳＳＬ通信を確立す
る第１確立手段と、
　前記情報処理装置と前記通信データの通信で用いられる第２のＳＳＬ通信を確立する第
２確立手段と、
　前記クライアント端末と前記情報処理装置との間で確立される第３のＳＳＬ通信を用い
て、前記クライアント端末と前記情報処理装置との間で通信される通信データを中継する
中継手段と、
　前記クライアント端末と前記情報処理装置との間で通信される通信データを中継する通
信方式として、前記中継手段で前記第３のＳＳＬ通信を用いて前記通信データの中継を行
う直接通信方式か、前記第１確立手段により確立される第１のＳＳＬ通信、及び前記第２
確立手段により確立される第２のＳＳＬ通信を用いて前記通信データの中継を行う代理通
信方式かの選択を受け付ける選択画面を前記クライアント端末に表示するための通信方式
指示情報を前記クライアント端末に送信する通信方式送信手段と、
　前記通信方式送信手段で送信された通信方式指示情報に従って表示される選択画面を介
してクライアント端末の操作ユーザにより選択された通信方式を示す通信方式情報を、前
記クライアント端末から受信する通信方式受信手段と、
　前記通信方式受信手段により受信した通信方式情報により示される通信方式で、前記通
信データの中継を行うように制御する制御手段と、
　を備えることを特徴とする中継処理装置。
【請求項１２】
　前記クライアント端末から送信される前記通信データの中継先の情報処理装置を示す中
継先情報に対して、前記通信データの中継を許可する通信方式として、前記第１確立手段
により確立される第１のＳＳＬ通信、及び前記第２確立手段により確立される第２のＳＳ
Ｌ通信を用いて前記通信データの中継を行う代理通信方式か、前記選択画面を介して選択
されることで決定される通信方式かを示す通信方式情報が設定された通信方式設定情報を
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記憶する記憶手段と、
　前記通信データを中継する中継先情報を前記クライアント端末から受け付ける受付手段
と、
　を更に備え、
　前記通信方式送信手段は、前記受付手段で受け付けた中継先情報に対する、前記記憶手
段に記憶された通信方式設定情報の通信方式情報が、前記選択画面を介して選択されるこ
とで決定される通信方式である場合に、前記選択画面を前記クライアント端末に表示する
ための通信方式指示情報を前記クライアント端末に送信することを特徴とする請求項１１
に記載の中継処理装置。
【請求項１３】
　前記制御手段は、前記受付手段で受け付けた中継先情報に対する、前記記憶手段に記憶
された通信方式設定情報の通信方式情報が代理通信方式である場合に、当該代理通信方式
で、前記通信データの中継を行うように制御することを特徴とする請求項１２に記載の中
継処理装置。
【請求項１４】
　前記制御手段は、更に、前記通信方式受信手段により受信した通信方式情報により示さ
れる通信方式が代理通信方式であることを条件に、前記第１確立手段による第１のＳＳＬ
通信の確立、及び前記第２確立手段による第２のＳＳＬ通信の確立を行うように制御する
ことを特徴とする請求項１１乃至１３の何れか１項に記載の中継処理装置。
【請求項１５】
　クライアント端末と情報処理装置との間で通信される通信データを中継する中継処理装
置における中継処理方法であって、
　前記中継処理装置の第１確立手段が、前記クライアント端末と前記通信データの通信で
用いられる第１のＳＳＬ通信を確立する第１確立工程と、
　前記中継処理装置の第２確立手段が、前記情報処理装置と前記通信データの通信で用い
られる第２のＳＳＬ通信を確立する第２確立工程と、
　前記中継処理装置の中継手段が、前記クライアント端末と前記情報処理装置との間で確
立される第３のＳＳＬ通信を用いて、前記クライアント端末と前記情報処理装置との間で
通信される通信データを中継する中継工程と、
　前記中継処理装置の通信方式送信手段が、前記クライアント端末と前記情報処理装置と
の間で通信される通信データを中継する通信方式として、前記中継工程で前記第３のＳＳ
Ｌ通信を用いて前記通信データの中継を行う直接通信方式か、前記第１確立工程により確
立される第１のＳＳＬ通信、及び前記第２確立工程により確立される第２のＳＳＬ通信を
用いて前記通信データの中継を行う代理通信方式かの選択を受け付ける選択画面を前記ク
ライアント端末に表示するための通信方式指示情報を前記クライアント端末に送信する通
信方式送信工程と、
　前記中継処理装置の通信方式受信手段が、前記通信方式送信工程で送信された通信方式
指示情報に従って表示される選択画面を介してクライアント端末の操作ユーザにより選択
された通信方式を示す通信方式情報を、前記クライアント端末から受信する通信方式受信
工程と、
　前記中継処理装置の制御手段が、前記通信方式受信工程により受信した通信方式情報に
より示される通信方式で、前記通信データの中継を行うように制御する制御工程と、
　を備えることを特徴とする中継処理方法。
【請求項１６】
　クライアント端末と情報処理装置との間で通信される通信データを中継する中継処理装
置で読み取り実行可能なプログラムであって、
　前記中継処理装置を、
　前記クライアント端末と前記通信データの通信で用いられる第１のＳＳＬ通信を確立す
る第１確立手段と、
　前記情報処理装置と前記通信データの通信で用いられる第２のＳＳＬ通信を確立する第
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２確立手段と、
　前記クライアント端末と前記情報処理装置との間で確立される第３のＳＳＬ通信を用い
て、前記クライアント端末と前記情報処理装置との間で通信される通信データを中継する
中継手段と、
　前記クライアント端末と前記情報処理装置との間で通信される通信データを中継する通
信方式として、前記中継手段で前記第３のＳＳＬ通信を用いて前記通信データの中継を行
う直接通信方式か、前記第１確立手段により確立される第１のＳＳＬ通信、及び前記第２
確立手段により確立される第２のＳＳＬ通信を用いて前記通信データの中継を行う代理通
信方式かの選択を受け付ける選択画面を前記クライアント端末に表示するための通信方式
指示情報を前記クライアント端末に送信する通信方式送信手段と、
　前記通信方式送信手段で送信された通信方式指示情報に従って表示される選択画面を介
してクライアント端末の操作ユーザにより選択された通信方式を示す通信方式情報を、前
記クライアント端末から受信する通信方式受信手段と、
　前記通信方式受信手段により受信した通信方式情報により示される通信方式で、前記通
信データの中継を行うように制御する制御手段として機能させることを特徴とするプログ
ラム。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、中継処理装置、中継処理方法及びプログラムに関し、特に、クライアント端
末と情報処理装置との間で通信される通信データを中継する中継処理装置が、暗号化通信
によるデータを検査可能にすると共に、個人の情報を取得することを低減するための技術
に関するものである。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　本発明の目的は、クライアント端末と情報処理装置との間で通信される通信データを中
継する中継処理装置が、暗号化通信によるデータを検査可能にすると共に、個人の情報を
取得することを低減できる仕組みを提供することである。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　本発明は、クライアント端末と情報処理装置との間で通信される通信データを中継する
中継処理装置であって、前記クライアント端末と前記通信データの通信で用いられる第１
のＳＳＬ通信を確立する第１確立手段と、前記情報処理装置と前記通信データの通信で用
いられる第２のＳＳＬ通信を確立する第２確立手段と、前記クライアント端末と前記情報
処理装置との間で確立される第３のＳＳＬ通信を用いて、前記クライアント端末と前記情
報処理装置との間で通信される通信データを中継する中継手段と、前記クライアント端末
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から送信される前記通信データの中継先の情報処理装置を示す中継先情報に対して、前記
通信データの中継を許可する通信方式として、前記中継手段で前記第３のＳＳＬ通信を用
いて前記通信データの中継を行う直接通信方式か、前記第１確立手段により確立される第
１のＳＳＬ通信、及び前記第２確立手段により確立される第２のＳＳＬ通信を用いて前記
通信データの中継を行う代理通信方式かを示す通信方式情報が設定された通信方式設定情
報を記憶する記憶手段と、前記通信データを中継する中継先情報を前記クライアント端末
から受け付ける受付手段と、前記記憶手段に記憶された通信方式設定情報と、前記受付手
段で受け付けた中継先情報とに従って、前記受付手段で受け付けた中継先情報に示される
中継先の情報処理装置と前記クライアント端末との間での通信を許可する通信方式が直接
通信方式であるか、代理通信方式であるかを決定する通信決定手段と、前記通信決定手段
で、前記情報処理装置と前記クライアント端末との間での通信を許可する通信方式として
決定された通信方式で、前記通信データの中継を行うように制御する制御手段と、備える
ことを特徴とする。
　また、本発明は、クライアント端末と情報処理装置との間で通信される通信データを中
継する中継処理装置であって、前記クライアント端末と前記通信データの通信で用いられ
る第１のＳＳＬ通信を確立する第１確立手段と、前記情報処理装置と前記通信データの通
信で用いられる第２のＳＳＬ通信を確立する第２確立手段と、前記クライアント端末と前
記情報処理装置との間で確立される第３のＳＳＬ通信を用いて、前記クライアント端末と
前記情報処理装置との間で通信される通信データを中継する中継手段と、前記クライアン
ト端末と前記情報処理装置との間で通信される通信データを中継する通信方式として、前
記中継手段で前記第３のＳＳＬ通信を用いて前記通信データの中継を行う直接通信方式か
、前記第１確立手段により確立される第１のＳＳＬ通信、及び前記第２確立手段により確
立される第２のＳＳＬ通信を用いて前記通信データの中継を行う代理通信方式かの選択を
受け付ける選択画面を前記クライアント端末に表示するための通信方式指示情報を前記ク
ライアント端末に送信する通信方式送信手段と、前記通信方式送信手段で送信された通信
方式指示情報に従って表示される選択画面を介してクライアント端末の操作ユーザにより
選択された通信方式を示す通信方式情報を、前記クライアント端末から受信する通信方式
受信手段と、前記通信方式受信手段により受信した通信方式情報により示される通信方式
で、前記通信データの中継を行うように制御する制御手段と、を備えることを特徴とする
。
 
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　また、本発明は、クライアント端末から送信される通信データの中継先の情報処理装置
を示す中継先情報に対して、前記通信データの中継を許可する通信方式として、前記クラ
イアント端末と前記情報処理装置との間で確立される第３のＳＳＬ通信を用いて前記通信
データの中継を行う直接通信方式か、クライアント端末と前記通信データの通信で用いら
れる第１のＳＳＬ通信、及び情報処理装置と前記通信データの通信で用いられる第２のＳ
ＳＬ通信を用いて前記通信データの中継を行う代理通信方式かを示す通信方式情報が設定
された通信方式設定情報を記憶する記憶手段を備え、前記クライアント端末と前記情報処
理装置との間で通信される通信データを中継する中継処理装置の中継処理方法であって、
前記中継処理装置の第１確立手段が、前記クライアント端末と前記通信データの通信で用
いられる第１のＳＳＬ通信を確立する第１確立工程と、前記中継処理装置の前記第２確立
手段が、前記情報処理装置と前記通信データの通信で用いられる第２のＳＳＬ通信を確立
する第２確立工程と、前記中継処理装置の中継手段が、前記クライアント端末と前記情報
処理装置との間で確立される第３のＳＳＬ通信を用いて、前記クライアント端末と前記情
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報処理装置との間で通信される通信データを中継する中継工程と、前記中継処理装置の受
付手段が、前記通信データを中継する中継先情報を前記クライアント端末から受け付ける
受付工程と、前記中継処理装置の通信決定手段が、前記記憶手段に記憶された通信方式設
定情報と、前記受付工程で受け付けた中継先情報とに従って、前記受付工程で受け付けた
中継先情報に示される中継先の情報処理装置と前記クライアント端末との間での通信を許
可する通信方式が直接通信方式であるか、代理通信方式であるかを決定する通信決定工程
と、前記中継処理装置の制御手段が、前記通信決定工程で、前記情報処理装置と前記クラ
イアント端末との間での通信を許可する通信方式として決定された通信方式で、前記通信
データの中継を行うように制御する制御工程と、を備えることを特徴とする。
　また、本発明は、クライアント端末と情報処理装置との間で通信される通信データを中
継する中継処理装置における中継処理方法であって、前記中継処理装置の第１確立手段が
、前記クライアント端末と前記通信データの通信で用いられる第１のＳＳＬ通信を確立す
る第１確立工程と、前記中継処理装置の第２確立手段が、前記情報処理装置と前記通信デ
ータの通信で用いられる第２のＳＳＬ通信を確立する第２確立工程と、前記中継処理装置
の中継手段が、前記クライアント端末と前記情報処理装置との間で確立される第３のＳＳ
Ｌ通信を用いて、前記クライアント端末と前記情報処理装置との間で通信される通信デー
タを中継する中継工程と、前記中継処理装置の通信方式送信手段が、前記クライアント端
末と前記情報処理装置との間で通信される通信データを中継する通信方式として、前記中
継工程で前記第３のＳＳＬ通信を用いて前記通信データの中継を行う直接通信方式か、前
記第１確立工程により確立される第１のＳＳＬ通信、及び前記第２確立工程により確立さ
れる第２のＳＳＬ通信を用いて前記通信データの中継を行う代理通信方式かの選択を受け
付ける選択画面を前記クライアント端末に表示するための通信方式指示情報を前記クライ
アント端末に送信する通信方式送信工程と、前記中継処理装置の通信方式受信手段が、前
記通信方式送信工程で送信された通信方式指示情報に従って表示される選択画面を介して
クライアント端末の操作ユーザにより選択された通信方式を示す通信方式情報を、前記ク
ライアント端末から受信する通信方式受信工程と、前記中継処理装置の制御手段が、前記
通信方式受信工程により受信した通信方式情報により示される通信方式で、前記通信デー
タの中継を行うように制御する制御工程と、を備えることを特徴とする。
 
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　また、本発明は、クライアント端末から送信される通信データの中継先の情報処理装置
を示す中継先情報に対して、前記通信データの中継を許可する通信方式として、前記クラ
イアント端末と前記情報処理装置との間で確立される第３のＳＳＬ通信を用いて前記通信
データの中継を行う直接通信方式か、クライアント端末と前記通信データの通信で用いら
れる第１のＳＳＬ通信、及び情報処理装置と前記通信データの通信で用いられる第２のＳ
ＳＬ通信を用いて前記通信データの中継を行う代理通信方式かを示す通信方式情報が設定
された通信方式設定情報を記憶する記憶手段を備え、前記クライアント端末と前記情報処
理装置との間で通信される通信データを中継する中継処理装置で読み取り実行可能なプロ
グラムであって、前記中継処理装置を、前記クライアント端末と前記通信データの通信で
用いられる第１のＳＳＬ通信を確立する第１確立手段と、前記情報処理装置と前記通信デ
ータの通信で用いられる第２のＳＳＬ通信を確立する第２確立手段と、前記クライアント
端末と前記情報処理装置との間で確立される第３のＳＳＬ通信を用いて、前記クライアン
ト端末と前記情報処理装置との間で通信される通信データを中継する中継手段と、前記通
信データを中継する中継先情報を前記クライアント端末から受け付ける受付手段と、前記
記憶手段に記憶された通信方式設定情報と、前記受付手段で受け付けた中継先情報とに従
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って、前記受付手段で受け付けた中継先情報に示される中継先の情報処理装置と前記クラ
イアント端末との間での通信を許可する通信方式が直接通信方式であるか、代理通信方式
であるかを決定する通信決定手段と、前記通信決定手段で、前記情報処理装置と前記クラ
イアント端末との間での通信を許可する通信方式として決定された通信方式で、前記通信
データの中継を行うように制御する制御手段として機能させることを特徴とする。
　また、本発明は、クライアント端末と情報処理装置との間で通信される通信データを中
継する中継処理装置で読み取り実行可能なプログラムであって、
　前記中継処理装置を、前記クライアント端末と前記通信データの通信で用いられる第１
のＳＳＬ通信を確立する第１確立手段と、前記情報処理装置と前記通信データの通信で用
いられる第２のＳＳＬ通信を確立する第２確立手段と、前記クライアント端末と前記情報
処理装置との間で確立される第３のＳＳＬ通信を用いて、前記クライアント端末と前記情
報処理装置との間で通信される通信データを中継する中継手段と、前記クライアント端末
と前記情報処理装置との間で通信される通信データを中継する通信方式として、前記中継
手段で前記第３のＳＳＬ通信を用いて前記通信データの中継を行う直接通信方式か、前記
第１確立手段により確立される第１のＳＳＬ通信、及び前記第２確立手段により確立され
る第２のＳＳＬ通信を用いて前記通信データの中継を行う代理通信方式かの選択を受け付
ける選択画面を前記クライアント端末に表示するための通信方式指示情報を前記クライア
ント端末に送信する通信方式送信手段と、前記通信方式送信手段で送信された通信方式指
示情報に従って表示される選択画面を介してクライアント端末の操作ユーザにより選択さ
れた通信方式を示す通信方式情報を、前記クライアント端末から受信する通信方式受信手
段と、前記通信方式受信手段により受信した通信方式情報により示される通信方式で、前
記通信データの中継を行うように制御する制御手段として機能させることを特徴とする。
 
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　本発明によれば、クライアント端末と情報処理装置との間で通信される通信データを中
継する中継処理装置が、暗号化通信によるデータを検査可能にすると共に、個人の情報を
取得することを低減できる。
 
 
 


	header
	written-amendment

